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一研究活動紹介一

サンゴ礁における多種共存機構と物質循環の多様』陸：
海草生態系におけるアプローチ

中野義勝。士屋誠（生態系の多様性研究グループ）

１．備瀬の海草帯
生態系の多様性研究は研究対象のスケール

の違いによって研:究方法も多様である。水稲

では沖縄島北部の備瀬の海岸で進めている海

草生態系の研:究について紹介する。

サンゴ礁礁池は陸域からの影響を強く受け

やすく、沖純においては)縦史的にも人間活動

と密接な関係を持っている空間である。本部

''1Jの備瀬では、現在の集落形成地が弥化に|ﾆﾘﾘｌ

初頭に比定できる貝塚（備瀬貝塚）と重複し

ている（本部'111教委，１９８６)。Illi瀬貝塚が見つ

かった場所は同時代の貝塚との共通の特徴と

して、海岸砂丘地に位置し、前11Tにリーフが

発達し、背後にl｣｣林をひかえ、大型貝類のIIj

-kが著しいことが茶げられる゜このことは、

集落前面に存在するサンゴ礁が少なくとも

2,000年に豆って人間活動との関わりを持ちな

がら維持されてきたことを意味している。

このような環境特性のもとで形成されるサ

ンゴ礁礁池の生物群集は、いわば「ｆ111｣｣」的

な特徴(最近は｢里海｣という語も使われる)も併

せ持つことが推察され、礁池の多様性理解の

ためには進化的時間概念ばかりでなく、生態

学的時間概念を包含した全体論的な考え方が

求められる。このような視座から礁池におけ

る群集を捉えるためには、地下水を含めた陸

水と外洋から供給される海水の物質!'iii送と化

学過程の中で、礁池に生息する個々の生物種

がどのように振る舞い、どのようにｲ;11互に１息

渉し合いながら群集が成立しているのかを、

ヒトの存在を含めて理Ⅲ財ることが肝要である。

海草ｲﾋ態系は通常独立した生態系として扱

われるが、サンゴ礁の場合、その－部として

役割を果たしていることも多い。生産者として、

あるいは魚類のゆりかごとしての役割は言う

までもないが、その他、多くの小動物の生息

場所として種の多様性を高め、また独特の景

観を作り上げて、景iiiMの多様性を,薊めている。

しかしながら琉球列島における海草生態系の
研究は著しくYfち混れている。

備瀬の海岸では、海草とサンゴとの共存が見

られる（写真提供：矢野優佳）。

２．造礁サンゴとリュウキュウス
ガモの共生的共存

中野は二宮らとの共同研究において、サン

ゴ礁礁池において造礁サンゴとリュウキュウ

スガモが共生的関係を形成することを見いだ

した（Ｎｉｎｏｍｉｙａｅｌａ1.,2006)。これはサン

ゴと海'1,1[の関係について、従来:考えられてい

たような競争の結果によって群集が決定され

ると説Ⅲ|するよりも、類似したニッチを有す

る複数種の共存がさらに多様な関係性の基に

成立していることを示唆しているものと考え

られる。そこで、この共生的共存`機構を解明

することで関,係の実証を行うとともにその成

立に必要な物理化学環境を含めた諸条件を探

るための研究を開始した。最初に海草の分布

調査を行い、夏期および冬期の海水水質の物

1111化学的調査、冬期における礁池内の流況観

測を行った。同時に海草が多産するサンゴ礁

生態系における構成要素の役割に注ｐした物

質循環過程を解明し、生物多様性の関連性に

ついて議論しようとしている。
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備瀬では、底質は砂礫底が多くを,｣Tめている。

一般に固着生活を送る造礁サンゴ（以卜サンゴ）

は、砂礫底では分布が制限されている。ただし

エダコモンサンゴをはじめとする樹枝状の生

活形を示すサンゴの一部は～砂礫底に浮きイｉ

状に群体を形成することも知られている。一方、

リュウキュウスガモをはじめとする海草は、

もっぱらこのような礁池の砂礫底に生息し群

然を形成している。トチカガミ科のリュウキ

ュウスガモとシオニラ科に属するリュウキュ

ウアマモあるいはベニアマモでは、解剖学的

特徴から成俊生態に違いが見られる。シオニ

ラ科･の２者では嫌気的底質環境においても成

長に支障を来さないが、リュウキュウスガモ

はより好気的底質環境を必要としている。好

気的底質環境は礫成分の多い底磁を意味し、

礫の供給は樹枝状サンゴに負っていると考え

られる。リュウキュウスガモとエダコモンサ

ンゴの共存群落では、海草の単一群落に比べ、

海草の高い化物量も確認された。また、礫分

の多い底質にはリュウキュウスガモの競争者

でもあるシオニラ科の海草の侵入がllllまれる。

海1;iｴによって安定化した底質では、海草に比

べ成長の遅いサンゴにとって撹乱の少ない化

息空間が提･供されたことになる。このような

空間でエダコモンサンゴは群･体の成長形を枝

が細長く繊細な形に変化させ、効率的な受光

と破片分散の機会の増進をしているものと類

推された。

は生物の活動の結果、あるいは地下水の`侵入

に伴って栄謹聴量を瑠大させる働きがある。

海草類の成長速度がサンゴに比べｲ11対的にか

なり速いことを考えると、海草の存在はサン

ゴ礁の物質術環の短・'1.期的には周期の要に

なるであろう。サンゴ礁域における海草は、

陸域からの流入栄養塩を含めた養分を貯蔵し、

ｲIﾐ廠者として大きな役割を担っている。｜司時

に切断された葉や枯死体がサンゴ礁生物に対

する養分,供給者としての役割も１１]っている。

結果として海草は養分の生産と供給を調節し

ているサンゴ礁池生物群集の酒養者であると

いうとらえ刀が出来る。有機物や栄養塩の動

態の実態や、生物の活動による影響などに関

する情報については今後進められる実験研究

の結果の集械を待たなければならない。

海底に唯職した有機物はナマコ類等の堆枇

物音によって消費される。ニセクロナマコが

10.60ｍｇ/gの炭素と２５１ｍｇ/gの有機物を含

有している｣１t積物中を摂食した場合、排泄さ

れた糞の有機物含有量は約３分の１に減少し

たという測定結果がある。ナマコ類は生物1,ｔ

が多いため、このサンゴ礁域における有機物

の動態に大きな影響を及ぼしている可能性が

ある。現在サンゴ礁域全･体におけるナマコ類

の活動の'Lk態的機能や景観の多様性に対する

定地的評llIiに努めている。

３．サンゴ礁における物質の循環
と海草の役割

清澄で美しいサンゴ礁に多くの化物がとl言息

'１１能になっている背景には、それぞれの生物

に対する食物や養分が十分に供給されている

という事実があるはずである。サンゴ礁の栄

養脱濃度はどの程度であろうか？栄養塩堕の

干満に伴う贈減は明瞭であった。満潮時には

外海から栄養塩濃度が低い海水が流入し、礁

池の栄養塩雄を減少させる。一方で砿池内で

触手で食物を摂取中のニセクロナマコ（左）とその糞佑）

４．今後の方針
海草一サンゴ共存群集は、競争・共生など

の多様な繩llll関,係の結果として成立している

ことが予想され、これらの成立過程の詳細な

研究は上述の概念構築に寄与するものと期待

される。｜=11Ｗ遂行のために学際的な研究チー

ムを組織し、参加する院生などが学術的知見

を深化させ、フィールド科学における広い視

ULFを持ったＩＮＩ題意識の展開能力を育成できる

よう努力する。

今後は野外・室内実験や、比較のための海

外での調査を実施し、海草生態系の特徴を生

物多様性をキーワードとして解｢川する予定で
ある。
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サンゴ礁礁池における栄養塩の動態。いずれの月も

満潮時に|直が低くなっている（'|爵､提供：弓場千絵）。
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